
 
Fig.1 Photocyclization of DMNS 

 

Fig.2 Schematic illustration of DMNS in the 
optical cavity 

 
Fig.3 Absorption spectra of DMNS film (black) 
and DMNS in the optical cavity (red). 
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１．概要（Summary） 

光による電子遷移を利用して有機分子の環化反応を

進行させることが可能である。本研究では光共振器の中

に trans-2,5-dimethoxy-β-nitrostyrene（DMNS）を導

入し、電子遷移の強結合状態を作り出した。強結合によ

って、励起子よりもエネルギー的に低い下枝ポラリトン

（P-）が出現した。光によって P-へ遷移させることで、低エ

ネルギー光による光環化反応の進行を試みた（Fig.1）。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
真空蒸着装置（サンバック社製 ED-1500R） 
【実験方法】 

石英板にAlを蒸着し、反射面を作成した。Alの上はポ

リビニルアルコール（PVA）水溶液をスピンコートし、さらに

その上に DMNS とポリスチレン（PS）のトルエン溶液をス

ピンコートした。その上に再び PVA 水溶液をスピンコート

し、最後に最上面に Al を蒸着することで、反射面が向か

い合った共振器構造の中に DMNS が配置される構造を

作成した（Fig.2）。この DMNS が内部に存在する光共振

器にキセノンランプを用いて 510nm よりも長波長の光を

照射した。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

DMNS を光共振器内に入れると、500nm 付近に新し

いピークが観測された（Fig.3）。これは強結合の結果生じ

た P-の吸収だと考えられる。 
 通常、DMNS を含む PS フィルムに可視光を照射しても

光環化反応は進行しない。強結合状態の DMNS に光共

振器の外部から可視光（510nm~）を照射すると、P-が
徐々に短波長シフトすることが確認された。これはラビ分

裂エネルギーの減少、つまり DMNS の 420nm の吸収が

減少していることを示唆しており、可視光照射によって光

環化反応が進行していることが予想される。 
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